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■調査実施日 
・平成26年9月26日 
・平成26年12月18日 
・平成27年3月20日 
・平成27年6月4日 

河川側 
海側 

■調査地点 

②水質調査（速報） 

■第５回環境部会(H27.2.24)で報告した内容 
• 水質は、河川側、海側に関わらずほぼ同様。 
• 海域の有機物・栄養塩類の指標（COD、全窒素、

全リン）は、基準値から見て比較的高い傾向にあ
る。 

• 吉野川河口域は、河川水が海域に流れ込むことで、
有機物や栄養塩類が豊富な水域（河川と海の両方
の特徴）となっていると考えられる。 



W-1

(表層)

W-1

(中層)
W-2 W-3 W-4 W-5 W-6 W-7 WL-1 WL-2

WL-3

(表層)

WL-3

(中層)

平成26年9月26日 2.5 2.6 2.5 2.4 2.3 2.4 2.5 2.4 2.6 2.2 2.5 2.2

平成26年12月18日 1.5 1.5 1.9 1.7 1.8 1.8 1.6 1.6 1.7 1.7 1.6 1.7

平成27年3月20日 1.6 1.5 1.6 1.8 1.7 1.9 1.6 1.6 1.9 1.7 1.7 1.7

平成27年6月4日 1.7 1.7 1.9 1.9 2.2 2.3 2.1 2.0 2.1 1.9 2.0 2.3
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海域環境基準：≦2.0mg/L

注意：各地点の棒グラフは、左から古い日付順に並んでいる。
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■水質調査の結果（速報） ～調査結果～ 

水質調査の結果を以下に示す。今回、12の調査項目のうち、基準値を満たさない結果となった6項目について報告する。 
 ①BODは、H27.6月にWL-3(中層)で基準を超過したが、それ以外は満たしていた。 
 ②CODは、H26.9月で全地点が基準を超過し、以降12月、H27.3月と満足し、6月に再び超過する地点が見られた。 

W-1

(表層)

W-1

(中層)
W-2 W-3 W-4 W-5 W-6 W-7 WL-1 WL-2

WL-3

(表層)

WL-3

(中層)

平成26年9月26日 1.0 1.3 1.4 0.8 0.8 1.0 1.2 1.3 1.1 0.6 0.8 1.2

平成26年12月18日 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

平成27年3月20日 1.4 0.7 0.5 0.6 0.8 1.2 0.6 0.5 0.7 0.7 0.6 0.5

平成27年6月4日 0.9 1.2 1.1 1.0 0.8 1.6 1.0 1.4 1.9 0.5 1.5 2.5
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河川環境基準：≦2.0mg/L

※測定下限値の≦0.5mg/Lを測定した場合、0.5mg/Lとして図化した。

注意：各地点の棒グラフは、左から古い日付順に並んでいる。

BODとCODは、6月と9月に
上昇する傾向が確認された。 

■BOD：生物学的酸素要求量 ■COD：化学的酸素要求量 

※基準値を満たさな 
 ければ橙色に着色 

H
2

6
.9

.2
6

H
2

7
.1

2
.1

8

H
2

7
.3

.2
0

H
2

7
.6

.4

【凡例】



W-1

(表層)

W-1

(中層)
W-2 W-3 W-4 W-5 W-6 W-7 WL-1 WL-2

WL-3

(表層)

WL-3

(中層)

平成26年9月26日 7.3 6.6 7.2 7.0 6.8 6.7 7.4 7.4 6.5 6.3 6.9 6.8

平成26年12月18日 8.9 9.1 9.4 9.0 9.8 9.7 8.8 9.3 11.0 8.9 9.5 9.4

平成27年3月20日 9.6 9.5 9.7 9.4 9.2 9.4 9.9 9.5 9.5 9.0 9.6 9.3

平成27年6月4日 7.8 7.8 7.9 7.8 7.8 7.3 7.7 7.8 7.4 7.6 7.9 8.0
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海域環境基準：≧7.5mg/L

河川環境基準：≧7.5mg/L

注意：各地点の棒グラフは、左から古い日付順に並んでいる。
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■水質調査の結果（速報） ～調査結果～ 

 ③DOは、H26.9月で全地点が基準を満たしていないが、以降は基準を満たし続けた。 
 ④大腸菌群数は、H27.3月にW-3で基準を超過したが、それ以外は満たしていた。 

■DO：溶存酸素量 ■大腸菌群数 

W-1

(表層)

W-1

(中層)
W-2 W-3 W-4 W-5 W-6 W-7 WL-1 WL-2

WL-3

(表層)

WL-3

(中層)

平成26年9月26日 330 220 170 170 110 330 330 130 790 22 220 49

平成26年12月18日 2 8 5 5 8 2 0 8 23 0 13 8

平成27年3月20日 790 330 790 1,300 170 330 490 790 490 17 490 330

平成27年6月4日 23 33 23 46 79 23 8 49 49 5 23 17
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河川環境基準：≦1,000MPN/100mL

注意：各地点の棒グラフは、左から古い日付順に並んでいる。

※基準値を満たさな 
 ければ橙色に着色 
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【凡例】

DOは、12月と3月が高く、6月と9月が下降す
る傾向が確認された。 
 
大腸菌群数は、ほとんど基準を満たしていた。 

※DOは、基準値以下で満たして 
 いないことになる(グラフ橙色) 



W-1

(表層)

W-1

(中層)
W-2 W-3 W-4 W-5 W-6 W-7 WL-1 WL-2

WL-3

(表層)

WL-3

(中層)

平成26年9月26日 0.46 0.49 0.47 0.40 0.34 0.42 0.49 0.39 0.55 0.25 0.32 0.32

平成26年12月18日 0.29 0.27 0.29 0.30 0.34 0.40 0.24 0.29 0.48 0.25 0.32 0.33

平成27年3月20日 0.55 0.50 0.61 0.45 0.38 0.48 0.57 0.54 0.58 0.25 0.46 0.41

平成27年6月4日 0.34 0.33 0.36 0.39 0.37 0.43 0.34 0.38 0.55 0.29 0.36 0.39
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海域環境基準：≦0.3mg/L

注意：各地点の棒グラフは、左から古い日付順に並んでいる。

W-1

(表層)

W-1

(中層)
W-2 W-3 W-4 W-5 W-6 W-7 WL-1 WL-2

WL-3

(表層)

WL-3

(中層)

平成26年9月26日 0.033 0.042 0.034 0.038 0.041 0.051 0.032 0.038 0.044 0.043 0.039 0.043

平成26年12月18日 0.036 0.032 0.033 0.031 0.039 0.045 0.033 0.039 0.050 0.035 0.035 0.036

平成27年3月20日 0.027 0.032 0.028 0.031 0.030 0.028 0.029 0.030 0.030 0.027 0.029 0.030

平成27年6月4日 0.030 0.032 0.027 0.035 0.033 0.047 0.028 0.032 0.045 0.028 0.031 0.046
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海域環境基準：≦0.03mg/L

注意：各地点の棒グラフは、左から古い日付順に並んでいる。
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■水質調査の結果（速報） ～調査結果～ 

 ⑤全窒素は、WL-2を除き、基準値を超過していることが多い結果となった。 
 ⑥全リンは、基準値を超過していることが多い結果となった。 

水質調査の結果、吉野川渡河部周辺の水質は、河
川側、海側に関わらずほぼ同様であることが確認
された。 
 
吉野川河口域は、河川水が海域に流れ込むことで、
有機物や栄養塩類が豊富な水域(河川と海の両方の
特徴)となっていると考えられる。 
 
※第５回環境部会報告と同様 ※基準値を満たさな 

 ければ橙色に着色 
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【凡例】

■全窒素 ■全リン 
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